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・点呼場所は上野車掌区で行う。 

・上野駅での乗継詰所は地下 3階の 2か所の詰所をこれまで通り使用する。 

・管理は、東京新幹線運輸区になると考えている。今後調整していく。 

・執務エリアと休憩エリアを仕切る考えはない。食事優先エリアを設けて、その他の時間は委員会活動等

にも使用することができる場所になると考えている。 

・コロナ対策としてテーブル上にアクリル板を設置する。 

・社員から寄せられた意見は見ていきながら、必要な設備は取り入れたい。 

・小ロッカーは設置しない。ロッカーは―1つになっても不便にならないように考えている。 

・靴箱、乗務員用カバン置き場は設置する。 

・土足禁止エリアはこれまでと同様に設けない。 

・仮眠チェアは、執務・乗務員エリアとは別に９階の運輸区エリアに設置する。 

・９階のフロアには、執務・乗務員エリアの他に、ロッカー室、トイレ、会議室等を設ける。 

・次の乗務に集中するための設備は、今後も整備していきたい。 

・共用の食器類について、量数は検討中だが、必要なものは設置していく。 

・洗面台は設置する。 

・執務・乗務員エリアに、情報収集のためのモニタは設置する。 

・洗濯機については検討している。大型什器以外は調整中のため説明会までには整えていきたい。 

 


